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話題の本棚

「
幸
福
」と「
人
生
の
意
味
」は
い
か
に
示
さ
れ
る
か

　

お
そ
ら
く
は
、「
幸
福
」
や
「
人
生
の
意
味
」
ほ
ど
、
多
く
の
者
を
惹
き
つ

け
て
き
た
哲
学
上
の
テ
ー
マ
も
な
い
だ
ろ
う
。
近
年
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
そ

の
入
門
的
な
著
作
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
そ
れ

ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
哲
学
・
倫
理
学
の
学
説
で
ガ
チ
ガ
チ
に
固
め
ら
れ
た
「
学

術
書
」
か
、
学
説
な
ど
お
構
い
な
く
著
者
の
（
安
易
な
）
経
験
論
に
裏
打
ち
さ

れ
た
「
自
己
啓
発
書
」
か
の
二
つ
に
一
つ
で
あ
る
。
本
書
は
し
か
し
、
そ
の
意

味
で
ど
ち
ら
の
部
類
に
も
属
さ
な
い
。
こ
れ
ま
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
「
幸
福
」

論
や
「
人
生
の
意
味
」
論
の
諸
説
に
批
判
・
検
討
を
加
え
な
が
ら
も
、
理
念
的

な
次
元
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
。

　

本
書
は
、
本
学
の
全
学
共
通
科
目
で
論
理
学
の
講
義
を
担
当
す
る
山
口
尚
が
、

「
幸
福
」
と
「
人
生
の
意
味
」
に
つ
い
て
、
文
学
作
品
な
ど
の
手
頃
な
事
例
を

参
照
し
な
が
ら
論
じ
る
著
作
で
あ
る
。
誰
も
が
そ
う
あ
り
た
い
と
願
う
「
幸

福
」
は
な
か
な
か
実
現
し
に
く
く
、
他
方
、
人
生
が
「
何
の
た
め
に
」
あ
る
か

を
問
う
た
と
き
、
そ
の
意
味
は
な
か
な
か
見
出
し
づ
ら
い
。
し
か
し
、
山
口
は

こ
こ
で
「
幸
福
こ
そ
が
人
生
の
意
味
で
あ
る
」
と
説
く
。
人
生
に
意
味
を
与
え

て
く
れ
る
特
定
の
価
値
観
を
「
狂
信
」
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
己
の

価
値
観
を
相
対
化
し
、
そ
の
特
殊
性
を
自
覚
す
る
「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
の
姿
勢
で

様
々
な
価
値
観
を
疑
い
つ
づ
け
る
こ
と
。
そ
の
先
で
私
た
ち
が
「
す
べ
て
は
あ

る
が
ま
ま
に
あ
る
」
と
見
な
せ
る
超
越
的
次
元
に
至
っ
た
と
き
、
世
界
内
部
の

個
別
的
出
来
事
の
成
否
に
左
右
さ
れ
な
い
、
超
越
的
幸
福
が
私
た
ち
を
包
み
、

「
人
生
は
あ
る
が
ま
ま
の
意
味
を
も
つ
」
の
だ
、
と
彼
は
言
う
。

　

本
文
中
で
山
口
が
「
幸
福
」
や
「
人
生
の
意
味
」
と
い
っ
た
も
の
に
向
け
る

眼
差
し
は
、
一
貫
し
て
い
る
と
と
も
に
か
な
り
独
特
な
も
の
で
も
あ
る
。
と
い

う
の
も
彼
は
、「
幸
福
」
や
「
人
生
の
意
味
」
に
私
た
ち
が
一
筋
縄
で
語
る
こ

と
の
で
き
な
い
「
超
越
」
性
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
ウ

ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
〈
語
り
え
ず
示
さ
れ
る
も
の
〉
に
関
す
る
議
論
に
も

通
じ
る
も
の
だ
が
、
同
時
に
こ
の
ス
タ
ン
ス
は
、
安
易
に
「
幸
福
と
は
…
…
で

あ
る
」
と
結
論
づ
け
る
、
近
頃
の
「
幸
福
」
論
へ
の
山
口
の
痛
烈
な
批
判
に
も

よ
く
現
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
著
作
が
「
幸
福
」
や
「
人
生
の
意
味
」

の
何
た
る
か
を
明
確
に
述
べ
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
指
南
し
て
く
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
決
し
て
な
い
。
た
だ
し
そ
の
分
、
結
論
ま
で
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
概

念
に
定
義
を
与
え
な
い
（
せ
い
ぜ
い
「
幸
福
」
と
は
「《
人
生
は
そ
の
た
め
に

あ
る
》
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
」
の
も
の
と
述
べ
る
程
度
で
あ
る
）
議
論
の

流
れ
を
、
私
た
ち
読
者
は
、
か
な
り
注
意
深
く
読
み
取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

常
体
と
敬
体
が
入
り
混
じ
る
山
口
の
文
体
（
も
ち
ろ
ん
意
図
的
に
用
い
ら
れ

た
も
の
で
は
あ
る
が
）
に
は
、
慣
れ
る
ま
で
読
み
づ
ら
く
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
常
体
で
淡
々
と
語
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
、
そ
の
（
不
器
用
な
）
語
り
に
私
た
ち
は
、
自
分
の
言
葉
で
考
え
を
示
そ
う

と
す
る
山
口
の
「
生
き
た
声
」
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
果
た
し
て
そ

の
声
は
、
本
書
を
手
に
取
る
あ
な
た
に
ど
う
届
く
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
そ
の
言

葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
「
狂
信
」
し
て
は
本
末
転
倒
な
の
だ
が
。�

（�

八
雲 

）

�

（
二
七
二
頁
、
本
体
二
四
〇
〇
円
、
5
月
刊
）

幸
福
と
人
生
の
意
味
の
哲
学

な
ぜ
私
た
ち
は
生
き
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
か

山
口
尚
著　
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
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話題の本

天
皇
制
と
闘
う
拠
点
を
構
築
す
る

　

天
皇
代
替
わ
り
と
改
元
の
空
騒
ぎ
の
春
が
よ
う
や
く
終
わ
る
と
、
夏
に
は
新

元
号
を
冠
し
た
政
党
が
躍
進
し
、
菊
タ
ブ
ー
が
ま
た
も
表
現
の
自
由
を
圧
殺
し

た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
秋
の
即
位
礼
正
殿
の
儀
と
大
嘗
祭
を
迎
え
る
。
こ
の
よ

う
な
情
況
に
お
い
て
、
反
天
皇
制
思
想
・
運
動
を
長
年
に
わ
た
っ
て
牽
引
し
て

き
た
第
一
人
者
が
著
し
た
本
書
に
は
大
き
な
価
値
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

著
者
に
よ
れ
ば
、
象
徴
天
皇
制
は
国
民
国
家
の
統
治
に
お
け
る
幻
想
の
共
同

性
と
い
う
位
相
、
す
な
わ
ち
主
権
者
が
内
面
化
し
た
国
家
の
宗
教
的
権
威
―
―

そ
の
源
泉
た
る
国
家
神
道
は
解
体
さ
れ
た
か
に
見
え
て
、
皇
室
祭
祀
は
「
私

事
」
と
し
て
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
継
続
し
、
権
力
者
た
ち
が
そ
れ
に
参
列
し
て
い
る

―
―
に
関
わ
る
。
し
た
が
っ
て
反
天
皇
制
闘
争
は
そ
こ
に
特
化
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
同
時
に
、
天
皇
制
は
他
の
位
相
、
す
な
わ
ち
資
本
制
や
政
治
権
力
に
よ
っ

て
都
合
よ
く
利
用
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
と
の
闘
い
と
結
び
つ
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
の
陣
地
戦
は
、
従
来
の
職
場
や
地
域
に
加
え
て
、
保
育
・
介
護
・
医

療
・
生
活
相
談
・
生
活
支
援
な
ど
の
〈
い
の
ち
の
質
の
支
え
の
場
〉
に
ア
ジ
ー

ル
を
組
織
し
、
根
拠
地
を
築
い
て
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
作
者
は
誓
約

集
団
を
組
織
し
て
そ
れ
ら
を
横
断
的
に
連
携
す
る
使
命
を
も
つ
。

　

沖
縄
の
基
地
問
題
を
め
ぐ
る
論
考
と
ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ミ
ス
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
県
外
移
設
を
訴
え
る
沖
縄
の
声
へ
の
本
土

の
安
保
粉
砕
・
基
地
撤
去
の
立
場
か
ら
の
応
答
と
し
て
重
要
だ
。
敗
戦
後
の
天

皇
制
存
置
は
本
土
の
非
武
装
化
を
対
価
と
し
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
は
裕
仁
の
意

向
も
関
与
し
つ
つ
沖
縄
を
犠
牲
と
し
た
。
天
皇
制
は
こ
の
よ
う
な
ア
ク
チ
ュ
ア

ル
な
問
題
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
。
他
に
も
、
日
本
の
賤
民
文
化
に
、
天
皇

制
的
観
念
体
系
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
も
新
た
な
神
を
呼
び
出
す
こ
と
で
そ
れ
を

異
化
し
覆
す
営
み
を
見
出
す
評
論
な
ど
、
示
唆
的
で
刺
激
的
な
論
考
が
並
ぶ
。

　

現
在
ま
で
の
様
々
な
反
天
皇
制
論
・
運
動
を
総
括
し
、
新
た
な
闘
争
の
地
平

を
切
り
開
か
ん
と
す
る
意
義
深
い
本
書
だ
が
、
評
者
と
し
て
は
明
仁
に
関
す
る

論
及
に
や
や
異
論
が
残
る
。
明
仁
（
と
美
智
子
）
が
「
象
徴
と
し
て
の
行
為
」

の
実
践
を
通
じ
て
権
威
を
高
め
続
け
、
そ
の
正
当
化
と
継
続
を
図
っ
た
「
八
・

八
声
明
」
に
よ
っ
て
事
実
上
の
政
治
的
権
能
を
発
揮
す
る
ま
で
に
至
る
ほ
ど
の

求
心
力
を
獲
得
し
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
が
不
充
分
で
は
な
い
か
。
著
者

は
「
八
・
八
」
が
形
式
論
的
に
違
憲
な
の
は
自
明
と
い
う
に
留
め
る
が
、
横
田

耕
一
ら
の
解
釈
に
沿
え
ば
違
憲
で
あ
る
は
ず
の
公
務
の
拡
張
を
天
皇
自
ら
正
当

化
し
た
点
で
、
形
式
を
超
え
て
い
わ
ば
「
解
釈
改
憲
」
的
な
問
題
を
孕
ん
で
い

る
は
ず
だ
。
天
皇
に
よ
る
幻
想
の
共
同
性
の
強
化
に
反
対
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ

を
問
題
視
せ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。
象
徴
天
皇
制
の
増
長
に
歯
止
め
を
か
け
な

け
れ
ば
、
陣
地
戦
を
優
位
に
運
べ
ま
い
。
ま
た
、
明
仁
の
「
護
憲
平
和
主
義
」

的
な
「
個
人
」
的
性
格
と
制
度
の
矛
盾
を
云
々
す
る
以
前
に
、
共
感
の
対
象
と

し
て
の
天
皇
の
人
格
や
「
お
気
持
ち
」
こ
そ
既
に
制
度
に
媒
介
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
市
井
の
人
々
へ
の
然
る
べ
き
尊
敬
や
同
情
を
天
皇
が
代
補
し
て
い
る
こ
と

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
暴
露
す
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
陣
地
戦
の
根

拠
地
は
体
制
補
完
的
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
し
か
な
る
ま
い
。�

（�

霊
人 

）

�

（
三
四
六
頁　

本
体
三
二
〇
〇
円　

4
月
刊
）

天
皇
制
と
闘
う
と
は 

ど
う
い
う
こ
と
か菅

孝
行
著

航
思
社
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　小林秀雄という名前を聞
いて多くの学生が思い浮か
べるのは、2013 年センタ
ー試験の国語で出題された
「鐔」だろう。難解な印象
ばかり抱かれがちな小林が
終生まで説き続けたことは
果たして何だったのだろうか。
　本書は、九州各地で小林が学生達に行った
講義の文字起こし二編、決定稿一編、そして
質疑応答のすべてを収録している。学生たち
は「学ぶとは」などの抽象的な質問から本居
宣長やベルグソンに関する学問的な質問、あ
るいは人生に対する質問など、様々な質問を
小林にぶつけていく。彼らの質問に対する小
林の言葉をよく読んでいくと、小林が「対
話」を大切にしていたことが伝わってくる。
　小林は、「学ぶには何が最も大切でしょう
か」という質問に対し、まず身近な日常生活
のことから疑ってみろ、と答えた。疑うこと、
つまり問いを立てることに慣れてきたなら、
「うまく質問する」ことが重要だ、と小林は
言う。良い質問とは、当人にとって切実な問
いである。生まれたその切実な問いを自問自
答する。しかし、一人で自問自答していると
つい空想に走りがちになる。そこで、必要に
なってくるものが「対話」だ、と小林は述べ
る。これは、同じ問いに対する真理に近づく
という目的に基づいた対話である。小林はこ
れを、「理想的な自問自答」と呼んだ。学生
との質疑応答を受け、講義を講義録にする際
に内容を加筆していることから、小林自身も
「対話」を重視していたことが伺える。
　相手を一方的に屈服させる「論破」は何も
生み出さない。「対話」することを諦めつつ
ある現代を見たなら、小林秀雄は何を私たち
と語り合おうとするだろうか。� （�石透 ）
� （225 頁　本体 490 円）

学生との対話
小林秀雄講義　国民文化研究会／新潮社編

新潮文庫
　

千
円
札
一
枚
で
何
が
買
え
る
か
。
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
昼
ご
飯
に
あ
り
つ
け
る
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
古
着
を
一
着
購
入
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
、
麦
酒
五
○
○
ml
缶
が
二
つ
三
つ
ほ

ど
、
安
い
葉
巻
な
ら
一
本
…
…
。
だ
が
、
こ
れ
ら
嗜
好
品
や
生
活
の
品
々
で
は
な
く
、
本
に

充
て
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
に
は
お
金
に
代
え
が
た
い
価
値
が
宿
っ
て
い
る
。
た
っ

た
一
冊
の
本
が
、
知
ら
な
か
っ
た
物
の
見
方
や
、
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
物
語
を
与
え
、
人

生
を
決
定
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
千
円
札
は
ど
れ
も
同
じ
の
た
だ
の
紙
切
れ
だ
が
、

そ
れ
は
未
知
な
る
世
界
へ
の
一
度
き
り
の
特
別
な
切
符
に
も
な
る
の
だ
。
さ
あ
、
入
場
券
を

握
り
し
め
、
い
ざ
門
戸
を
叩
か
ん
。�

（�

三
つ
葉 

）

特
集

１
０
０
０
円
で
買
え
る
本
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　いつの日か歴史的な偉業を
成し遂げ、後世まで語り継が
れる人物になりたい――誰し
も一度は夢見ることだろう。
他でもない、若き日の内村鑑
三もその一人だった。彼はこ
う述べている。「この美しい
地球、この美しい国、この楽しい社会、この
われわれを育ててくれた山、河、これらに私
が何も遺さずには死んでしまいたくない（中
略）私は死んでからただに天国に往くばかり
でなく、私はここに一つの何かを遺して往き
たい」。
　では、私たちはこの世界に何をのこせるの
だろうか。一体何をのこせばよいのだろうか。
内村の 1894 年の講演は、この「後世への最
大遺物」を論じる。「金」や「事業」「思想」
……これらを手にできるのが限られた人だけ
であることを指摘した上で、彼は「勇ましい
高尚なる生涯」こそが「後世への最大遺物」
であると説く。すなわち、「めいめい持って
おった主義のために送」られ、様々な「艱難
に打ち勝って」いった生涯は、誰にでも叶え
られるもので、広く後世の人々に生きる勇気
を与える「最大遺物」となるのである。
　本書はこの他、19世紀半ば、大国に領土を
奪われたデンマークの戦後復興に関する講演
「デンマルク国の話」を併せて収録する。どち
らの内容も宗教色がやや強いのは、内村のキ
リスト者としての側面がよく現れている。と
はいえ、引き合いに出される事例に洋の東西
を問わないという点は、内村の関心の広さと、
オープンマインドな精神を感じさせる。
　100 年以上の時を超えて今も色褪せぬ彼の
言葉は、まさに内村自身の「後世への最大遺
物」である。立派な生涯を送るという彼の試
みは、ここに成功したと言えるだろう。（�八雲 ）
� （142 頁　本体 540 円）

後世への最大遺物・ 
デンマルク国の話

内村鑑三著　岩波文庫

　まだ先のことだと思って
いるかもしれない。しかし
それは必ずやってくる。あ
るいは気付いていないだけ
で、兆しは既に現れている
のかもしれない。――いつ
か、そう、いつか若さ故の
美貌は朽ち果て、肌はボロボロに、皺まみれ
になり、醜く老い果てるのだ。
　画家のバジルは、美青年のドリアン・グレ
イにぞっこんだ。自分の魅力に気付いていな
いその無垢さも含めて、バジルは彼を気に入
り、幾度となく肖像画のモデルを頼んでいる。
そこに詭弁を弄する男、ヘンリー卿がやって
くる。新しい快楽主義者を自称するヘンリー
卿は、まだ世間の汚れを知らないドリアンを
説き伏せる。君は、自分の美しさを棒にふっ
ているのだ、若さ、若さこそがすべてなのだ、
と。ドリアンはその言葉巧みな技に魅せられ、
禍々しくも魅力的な考え方に憑りつかれる。
そしてバジルの描いた肖像画を前にして自身
の美しさを初めて見出し、思わず叫ぶ。「い
つまでも若さを失わないのが僕のほうで、こ
の絵が老いていけばいいのに！」――そのた
めになら「魂だって」捧げてしまっても構わ
ない、思わず口をついて出た願いは、果たし
て叶えられた。ドリアンは何年経っても目を
見張るような美しさを保っている。だが、彼
が快楽まかせに悪事をはたらくたびに、実は
絵のなかのドリアンは唇をよりいっそう醜く
歪め、画中の手はついに罪の血で真っ赤に染
まってしまうのだ。とうとうドリアンは魂の
汚れを露わにする忌まわしい肖像に怒り、刃
を突き立て――。
　美しさとは、魂とは何か。外貌の美に溺れ
る青年の運命を描いた、イギリス作家オスカ
ー・ワイルド唯一の長編小説。� （�三つ葉 ）
� （447 頁　本体 780 円）

ドリアン・グレイの肖像
ワイルド著　仁木めぐみ訳

光文社古典新訳文庫
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　一二八四年六月二六日、
その男はやってきた。色と
りどりの服を身にまとい、
笛を吹くその男は、村を悩
ます鼠たちを連れ去ってい
った。しかし村人は男への
報酬を拒んだ。次に笛が鳴
り響いた時、消えたのは鼠ではなく一三〇人
の子供たちだった。唖者と盲者だけを残し�
て……
　グリム童話でも有名な≪ハーメルンの笛吹
き男≫を知らない読者はいないだろう。哲学
者ライプニッツは「この伝説には何か真実が
隠されている」と言った。ゲーテや、ハイネ、
シューベルトまで魅了したこの物語に隠され
た何かを、歴史的資料をもとに丁寧に探索し
ていくのが本書である。著者・阿部謹也は寓
話として有名になった物語を、再び歴史的文
脈の中に落とし込み、当時何が起き、どう語
られていったのかを分析していく。
　何よりもすごいのはその密度だ。出版され
ていない研究書をドイツの図書館の隅から見
つけ出し、中世の手紙や日記にまで遡って分
析する阿部謹也。そこから明らかになる、物
語の奥に隠された真実。人口過剰を恐れた村
の植民地請負人、少年十字軍や宗教改革によ
る対立、漂泊する遍歴楽士。物語の奥には差
別や奇習があり、物語の語られ方には悪魔や
愛国が出現する。小さな村の一つの事件を紐
解くことで、人間の愚かさや弱さ、そして世
界の歴史まで見えてくるはずだ。
　本書が発売されたのはおよそ三〇年前。歴
史を超えた事件を探索した本は、今、時を超
えて再びベストセラーになった。あなたも本
書を通して多くの人を魅了した伝説の奥にあ
る「何か」に触れてみては。解説は石牟礼道
子。� （�きもの ）
� （336 頁　本体 760 円）

ハーメルンの笛吹き男
―伝説とその世界

阿部謹也著　ちくま文庫

　千円は決して大金ではな
い。昼食を買うにしても、
良いものを食べるには足り
ない。どこかに出かけるに
しても、旅行といえるほど
の距離にはならない。しか
し、その千円札で買える本
の中には、数か月、いや一生楽しめるような
ものもある。
　ラテン語の入門書である本書は、そのよう
な本の一例である。新書という形式や「はじ
めての」という形容は、内容が薄いのではな
いかという疑念を起こさせるかもしれない。
しかし、この本の内容は明らかに通俗的な語
学入門書の域を超えたものである。ラテン語
の名言や、英語やロマンス諸語などの現代語
とのつながりといった一般受けする「面白い」
話も、もちろん含まれている。しかし、そう
した雑学としてのラテン語の知識ではなく、
辞書があれば易しめの文章が読める程度の文
法事項と、そうした古典の背景知識を読者に
身に着けてもらうことこそが本書の主な内容
である。したがって、三百頁足らずの小さな
本であるが、読み方次第で数か月は楽しむこ
とができるだろう。紹介されている単語や変
化表をすべて暗記するには、少なくともその
程度の時間がかかるはずだ。より細かい事項
も覚えるなら、もっと長く読み続けられる。
　こうした「読書」は時間の潰し方としては
ともかく、それで何の役に立つのか疑う人も
いるかもしれない。確かにこれで利益を得る
ことはないだろう。しかし、こうして得られ
る古典語のリテラシーは、明らかに人生を豊
かにする。例えば、ラテン語の名句や碑文に
親しみを感じられるようになるだろう。千円
を元手にその程度のことができるならば、十
分ではないだろうか。� （�蕨餅 ）
� （288 頁　本体 940 円）

はじめてのラテン語
大西英文著

講談社現代新書
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　「学びて時に之を習う。
亦説ばしからずや」――。
言わずと知れた不朽の古典、
『論語』。本書はそんな『論
語』のエッセンスを、わか
りやすく現代の我々に伝え
てくれる。
　本書では『論語』から一二〇余の章段を選
んで体系化され、それぞれに解説と原文、現
代日本語訳が配されている。そのため、漢文
に疎くても、現代日本語訳と解説を読むこと
で『論語』の世界に触れることができる。中
でも「論語の名句」という章が面白い。「温
故知新」など、『論語』の中には現代の我々
にも比較的馴染み深い文章がある。これらに
ついて、その成立情勢やそれぞれの漢字の意
味、参考知識等が丁寧に解説されている。
　著者は、『論語』の名句について、「その場
の前後の話が時間とともに削ぎ落とされ」て、
「そのときのポイントとなるところだけが残
った」と説明している。そして、そうである
がゆえに、「過ぎたるは猶及ばざるがごとし」
を「オーバー（過ぎたる）なのはだめだ（及
ばず）」と解釈するような、誤用が生じうる
という指摘は示唆深い。これらの解説は、
『論語』の文章自体は聞いたことはあるが、
その意味や成立の背景は知らないという初学
者にとっては嬉しいものである。また、「君
子」「小人」「仁」など、『論語』に繰り返し
出てくる用語も丁寧に解説されているので、
『論語』を読む際の助けにもなるだろう。
　今更『論語』を読むなど時代錯誤だと思う
人もいるかもしれない。しかし、『論語』を
通して孔子の言葉に耳を傾けると、驚くほど
現代の我々に通じるものがあることに気づく
だろう。ぜひ本書を片手に、古きを温ねて新
しきを知ってほしい。� （�出席点 ）
� （270 頁　本体 940 円）

論語のこころ
加地伸行著

講談社学術文庫

　いかにも「ゆとり」と嘲
われそうだが、歴史オタク
だった一〇代の頃、聖徳太
子はいなくて、鎌倉幕府開
幕は 1192 年ではなくて、
武田騎馬隊はいなかった。
故に、「脱構築」という言
葉を知るはるか前から、自然に歴史的事実は
大体仮構であると思っていた。
　これは評者の自分語りだが、だからこそ
2017 年刊の本書『聖徳太子』は「幼年期の
終わり」のように見えた。大山誠一著『〈聖
徳太子〉の誕生』（吉川弘文館）以後猛威を
振るった聖徳太子非実在論が著者東野治之や
本学教員の吉川真司により下火になりつつあ
るのは知っていたが、違和感はぬぐえなかっ
た。確かに定評ある「日本の歴史」シリーズ
を擁する岩波ジュニア新書ではあるが、学術
論争の旗頭がその学智を注ぎ込むのにふさわ
しいレーベルとは思えなかったからである。
　しかるに、本書を紐解くと諸々の疑念は氷
解した。法隆寺金堂釈迦三尊像銘文をコア資
料とし、太子自著とされる法華義疏を実見し、
若草伽藍跡の発掘成果と照合し、「過激な知
識人」としての同時代の聖徳太子と後世の信
仰対象としてのそれを分離していく。新書と
してはあまりに重厚な内容は、古代研究に必
要な学問分野を一人で兼学した東野がその学
智を「ジュニア」に伝えきる本気の一書であ
ることは明瞭だったからだ。
　ですます調の柔らかな文体から記紀の史料
的価値のディスカウントを大きな目標とした
「戦後史学」への弔鐘が聞こえたのは評者の
幻聴に非ず、恐らく聖徳太子実在論争の一つ
の決定打として読み継がれよう。青少年のみ
ならず、21 世紀の歴史学を知りたい「シニ
ア」にも薦めたい一冊。� （�投稿・とうこ ）
� （240 頁　本体 950 円）

聖徳太子
―ほんとうの姿を求めて
東野治之著　岩波ジュニア新書
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

な
か
な
か
暮
れ
な
い 

夏
の
夕
暮
れ

江
國
香
織
著

ハ
ル
キ
文
庫

　

小
説
に
熱
中
し
す

ぎ
て
、
現
実
の
生
活

の
音
が
遠
の
き
、
文

字
へ
と
沈
み
込
ん
で

い
く
。
そ
ん
な
経
験
、

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
作
品
は
江
國
香
織
に
よ
る
長
編
小
説
で
あ
る
。

東
京
在
住
、
五
〇
歳
半
ば
の
稔
は
作
中
で
と
あ
る
小

説
を
読
ん
で
い
る
。
画
中
画
さ
な
が
ら
、
こ
の
小
説

の
な
か
の
小
説
も
き
っ
ち
り
と
描
か
れ
て
い
く
。

―
―
ラ
ー
ス
は
愛
人
の
ゾ
ー
ヤ
の
行
方
を
捜
し
て
い

る
。
彼
女
の
性
格
か
ら
し
て
、
連
絡
も
な
し
に
姿
を

く
ら
ま
す
な
ど
あ
り
得
な
い
。
そ
う
思
っ
て
ラ
ー
ス

は
手
が
か
り
か
ら
事
態
を
明
か
そ
う
と
す
る
の
だ
が
、

思
わ
ぬ
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
―
―
、
と
没
頭
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
ふ
い
に
「
稔
」
と
呼
ば
れ
て
顔
を
あ

げ
る
と
、
姉
の
雀
が
横
に
た
っ
て
い
た
。
最
近
ド
イ

ツ
か
ら
帰
国
し
た
彼
女
は
稔
と
一
緒
に
家
で
読
書
し

て
い
た
の
だ
。「
お
腹
す
い
た
」
と
雀
が
言
う
。
稔

は
ゾ
ー
ヤ
た
ち
の
世
界
を
離
れ
、
冷
蔵
庫
に
何
が
あ

あ
る
一
生

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ゼ
ー
タ
ー
ラ
ー
著

浅
井
晶
子
訳

新
潮
ク
レ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
ス

　

誕
生
か
ら
終
焉
ま

で
一
人
の
一
生
を
眺

め
る
時
、
私
た
ち
は

そ
こ
に
、
言
い
知
れ

ぬ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見

出
し
て
し
ま
う
。
人
間
の
一
生
と
は
、
意
味
に
振
り

回
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
た
だ
た

だ
無
意
味
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
は
主
人
公
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
エ
ッ
ガ
ー
の
一

生
を
描
い
た
も
の
だ
。「
未
婚
の
母
か
ら
生
ま
れ
た

私
生
児
」
で
あ
っ
た
エ
ッ
ガ
ー
は
、
二
〇
世
紀
と
い

う
時
代
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ア
ル
プ
ス
で
生
き
た
。

何
も
特
別
な
と
こ
ろ
が
な
い
、
片
足
に
治
ら
ぬ
怪
我

を
負
っ
た
男
だ
っ
た
。
土
地
も
な
け
れ
ば
技
術
も
な

い
、
背
丈
と
体
力
は
あ
る
男
だ
っ
た
。
彼
の
人
生
に

は
恋
が
あ
り
、
戦
争
が
あ
り
、
月
面
着
陸
が
あ
っ
た
。

青
春
が
あ
り
、
喪
失
が
あ
り
、
忘
却
が
あ
っ
た
。
エ

ッ
ガ
ー
は
寡
黙
な
人
間
だ
。
語
る
こ
と
よ
り
も
黙
る

こ
と
を
好
ん
だ
。
社
交
よ
り
も
孤
独
を
好
ん
だ
。
街

よ
り
も
山
が
好
き
だ
っ
た
。

　

波
乱
万
丈
と
も
い
え
る
時
代
が
、
一
人
の
一
生
を

通
し
て
描
か
れ
る
。
背
景
に
映
る
世
界
戦
争
の
中
で
、

エ
ッ
ガ
ー
の
思
考
は
奇
妙
な
ほ
ど
淡
泊
だ
。
ま
る
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聴
く
よ
う
に
人
生
は
流
れ
、
無
声
映

画
を
見
る
よ
う
に
一
生
は
終
わ
っ
て
い
く
。
そ
こ
に

教
訓
は
な
い
。
永
遠
を
追
い
求
め
た
男
で
も
な
け
れ

ば
、
夢
に
人
生
を
賭
け
た
男
で
も
な
か
っ
た
。
一
人

の
女
を
守
ろ
う
と
し
て
、
守
り
き
れ
な
い
ま
ま
生
き

続
け
た
。
そ
れ
で
も
彼
の
人
生
に
は
何
か
が
あ
っ
た
。

何
か
が
心
を
響
か
せ
る
の
だ
。

　

生
き
る
意
味
は
渦
中
に
い
る
間
は
捉
え
ら
れ
ず
、

完
結
し
て
初
め
て
分
か
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

自
分
の
一
生
を
眺
め
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
、
代
わ

り
に
本
書
を
読
ん
で
み
て
は
。
意
味
と
無
意
味
の
間

で
揺
れ
る
、
あ
る
一
生
を
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
一
六
〇
頁　

本
体
一
七
〇
〇
円　

6
月
刊
）

っ
た
か
し
ら
と
思
い
出
そ
う
と
す
る
。
午
前
中
に
ス

ー
パ
ー
行
っ
た
か
ら
、
た
し
か
…
…
。

　

江
國
香
織
は
そ
の
透
き
と
お
る
よ
う
な
文
体
も
特

徴
的
だ
が
、
ま
た
同
時
に
、
作
中
の
登
場
人
物
を
生

き
生
き
と
射
せ
、
ひ
と
り
の
人
格
と
し
て
印
象
づ
け

る
わ
ざ
に
も
優
れ
て
い
る
。
実
は
本
書
は
、
作
中
作

の
な
か
も
含
め
、
数
多
く
の
人
物
が
登
場
す
る
群
像

劇
な
の
だ
が
（
試
し
に
人
物
関
係
図
を
描
こ
う
と
し

た
が
、
一
枚
に
収
ま
り
き
ら
な
か
っ
た
）、
人
物
名

を
わ
ざ
わ
ざ
覚
え
る
努
力
を
要
せ
ず
、
読
む
の
に
難

儀
し
な
い
。
気
軽
に
不
思
議
な
物
語
へ
と
い
ざ
な
っ

て
く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。�

（�

三
つ
葉 

）

�

（
三
七
九
頁　

本
体
七
〇
〇
円　

8
月
刊
）
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三
体

劉
慈
欣
著
　
立
原
透
耶
監
修

早
川
書
房

　

彼
女
の
絶
望
が
、

す
べ
て
の
始
ま
り
だ

っ
た
。
物
理
学
者
の

父
を
文
化
大
革
命
で

惨
殺
さ
れ
た
科
学
者
、

葉イ
エ

文ウ
ェ
ン
ジ
エ

潔
。
絶
望
の
中
で
、
彼
女
は
思
い
を
馳
せ
る
。

こ
こ
で
は
な
い
、
ど
こ
か
別
の
場
所
に
―
―
。

　

父
親
の
死
後
、
失
意
の
中
を
過
ご
す
彼
女
は
、
あ

る
日
巨
大
な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
備
え
た
謎
の
軍

事
基
地
「
紅
岸
」
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は

人
類
の
運
命
を
左
右
す
る
極
秘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

行
し
て
い
た
。
数
十
年
後
、
ナ
ノ
テ
ク
素
材
の
研
究

者
、
汪ワ

ン

淼ミ
ャ
オは
、
あ
る
会
議
に
召
集
さ
れ
、
世
界
的
な

科
学
者
が
次
々
自
殺
し
て
い
る
事
実
を
告
げ
ら
れ
る
。

事
件
を
追
っ
て
い
く
と
、
異
星
を
舞
台
に
し
た
Ｖ
Ｒ

ゲ
ー
ム
『
三
体
』
が
走
査
線
上
で
浮
か
び
上
が
っ
た
。

三
つ
の
太
陽
。
盛
衰
を
繰
り
返
す
文
明
。
始
皇
帝
と

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
―
―
。
数
多
の
謎
に
直
面
し
、

彼
は
『
三
体
』
の
世
界
に
没
頭
す
る
。
後
日
『
三
体
』

の
オ
フ
会
に
招
待
さ
れ
た
彼
は
、
俄
か
に
は
信
じ
が

た
い
事
実
を
告
げ
ら
れ
る
。『
三
体
』
は
ゲ
ー
ム
の

中
の
話
で
は
な
い
。
こ
の
惑
星
は
実
在
す
る
と
―
―
。

　

こ
れ
は
ゲ
ー
ム
か
現
実
か
？　

惑
星
『
三
体
』
の

存
在
は
「
紅
岸
」
の
構
成
員
の
み
が
知
っ
て
い
る
。

「
三
体
人
」
を
受
容
す
る
か
、
排
斥
す
る
か
。
軍
事

基
地
「
紅
岸
」
で
は
、
ま
さ
に
地
球
の
運
命
を
左
右

す
る
会
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。
汪
淼
は
国
家
機
密
の

「
紅
岸
」
の
会
議
に
招
待
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
彼
を

待
っ
て
い
た
の
は
彼
が
良
く
知
る
人
物
だ
っ
た
―
―
。

　

本
書
は
惑
星
運
行
に
関
す
る
「
三
体
問
題
」
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
。
ア
ジ
ア
圏
初
の
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
賞
受

賞
、
日
本
で
発
売
一
週
間
で
八
刷
な
ど
、
そ
の
話
題

性
は
ま
さ
に
天
文
学
的
だ
。
本
書
の
持
つ
引
力
は
、

我
々
地
球
人
を
引
き
寄
せ
て
放
さ
な
い
。（�

出
席
点 

）

�

（
四
四
八
頁　

本
体
一
九
〇
〇
円　

7
月
刊
）

　
『
吾
輩
は
猫
で
あ

る
』、『
雁
』、『
当
世

書
生
気
質
』、『
蒲

団
』、
明
治
期
の
日

本
文
学
の
代
表
例
と

し
て
歴
史
の
時
間
に
習
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。
だ
が

実
際
に
こ
れ
ら
の
本
を
全
て
読
ん
だ
人
が
ど
れ
だ
け

い
る
だ
ろ
う
。
文
学
作
品
と
し
て
有
名
で
も
時
が
経

て
ば
読
者
は
離
れ
る
、
ま
し
て
名
す
ら
残
ら
ぬ
有
形

無
形
の
作
品
は
今
時
誰
も
読
ま
ぬ
。
し
か
し
た
ま
に

そ
ん
な
作
品
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る
奇
特
な
人
が

現
れ
る
。
そ
れ
が
本
書
の
著
者
で
あ
り
、
本
書
は
そ

の
収
穫
物
の
紹
介
で
あ
る
。

　

本
書
の
対
象
は
明
治
期
の
娯
楽
物
語
と
呼
ば
れ
る

大
衆
向
け
の
小
説
。
活
字
を
求
め
る
人
々
の
需
要
に

応
え
て
Ｓ
Ｆ
や
世
界
旅
行
や
バ
ト
ル
な
ど
様
々
な
作

品
が
生
ま
れ
た
。
現
在
の
ラ
ノ
ベ
に
似
て
い
る
と
も

い
え
る
。
何
か
荒
っ
ぽ
い
要
素
が
あ
る
の
は
江
戸
時

代
に
人
気
だ
っ
た
講
談
本
の
後
継
だ
か
ら
か
。
例
え

ば
本
書
の
長
い
タ
イ
ト
ル
の
示
す
物
語
、『
蛮
カ
ラ

奇
旅
行
』
と
い
う
の
だ
が
、『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
的
蛮

カ
ラ
な
主
人
公
が
拳
一
貫
で
ハ
イ
カ
ラ
を
退
治
す
る

た
め
西
洋
旅
行
を
試
み
、
行
き
の
船
で
同
乗
し
た

『
舞
姫
』
の
エ
リ
ス
の
悲
恋
に
同
情
し
て
豊
太
郎
へ

の
敵
討
ち
を
約
束
す
る
。
途
上
で
拳
の
鉄
槌
を
下
し

て
金
持
ち
に
な
り
、
パ
リ
で
次
々
と
ハ
イ
カ
ラ
西
洋

紳
士
を
殴
り
倒
し
、
し
ま
い
に
は
蛮
カ
ラ
の
ア
フ
リ

カ
人
と
友
達
に
な
り
…
…
と
い
う
、
色
々
な
テ
ー
マ

を
含
ん
だ
上
に
文
学
作
品
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
も
な
っ

て
い
る
。
文
学
作
品
の
設
定
を
も
取
り
込
み
つ
つ
大

衆
受
け
す
る
要
素
を
散
り
ば
め
た
娯
楽
物
語
は
当
時
、

文
学
作
品
よ
り
も
人
気
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
光
の
当
た
ら
な
か
っ
た
大
衆
小
説
と
い

う
分
野
が
今
、
読
み
直
す
と
面
白
い
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
三
八
一
頁　

本
体
一
八
〇
〇
円　

4
月
刊
）

「
舞
姫
」の
主
人
公
を
バ
ン
カ
ラ
と
ア
フ
リ
カ
人
が 

ボ
コ
ボ
コ
に
す
る
最
高
の
小
説
の
世
界
が
明
治
に 

存
在
し
た
の
で
20
万
字
く
ら
い
か
け
て
紹
介
す
る
本

山
下
泰
平
著
　
柏
書
房
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が 

人
を
殺
すア

ミ
ン
・
マ
ア
ル
ー
フ
著

小
野
正
嗣
訳
　
ち
く
ま
学
芸
文
庫

　

国
境
に
壁
が
立
ち
、

ブ
レ
ク
ジ
ッ
ト
が
問

わ
れ
、
旭
日
旗
が
風

に
揺
れ
る
時
、
右
傾

化
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

と
同
じ
く
ら
い
重
要
な
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
が
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
だ
。
原
題
は
「
殺
人
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ヒ
ョ
ウ

を
飼
い
馴
ら
す
か
」。
迫
害
さ
れ
て
も
人
を
殺
し
、

自
由
に
し
て
も
人
を
殺
す
ヒ
ョ
ウ
の
よ
う
に
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
我
々
に
牙
を
剥
い
て
く
る
。

　

レ
バ
ノ
ン
生
ま
れ
で
フ
ラ
ン
ス
に
移
住
し
た
作
家

ア
ミ
ン
・
マ
ア
ル
ー
フ
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

論
。
複
雑
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
彼
だ
か
ら

こ
そ
の
洞
察
と
分
析
が
本
書
に
は
宿
っ
て
い
る
。

　

近
代
化
に
は
普
遍
化
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
発
展

す
る
社
会
は
豊
か
さ
の
裏
に
、
自
身
の
一
部
を
喪
う

屈
辱
と
否
認
が
あ
っ
た
。
時
代
の
変
化
が
早
け
れ
ば

尚
の
こ
と
、
憧
憬
の
思
い
の
ご
と
く
、
自
分
た
ち
の

生
活
が
「
奪
わ
れ
た
」
と
い
う
声
が
強
く
な
っ
た
。

自
身
を
犠
牲
者
と
し
て
語
る
そ
の
文
脈
は
、
単
一
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
希
求
す
る
欲
望
へ
と
変
わ
っ

て
し
ま
う
。
精
神
的
支
柱
を
求
め
る
願
い
は
、
他
者

を
排
除
す
る
集
団
へ
と
様
変
わ
り
す
る
。

　

本
書
は
一
貫
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
複
数
性

に
目
を
向
け
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
ど
ん
な
人
に
と

っ
て
も
自
分
の
存
在
を
単
色
で
描
く
こ
と
は
出
来
ず
、

多
く
の
色
の
中
で
描
か
れ
る
は
ず
だ
。
多
様
な
帰
属

性
を
自
分
の
中
に
見
つ
け
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
自

覚
が
文
化
や
集
団
を
超
え
て
い
く
力
と
な
る
こ
と
を

著
者
は
訴
え
る
。

　

自
分
自
身
を
単
純
化
さ
せ
な
い
こ
と
。
簡
単
な
よ

う
で
難
し
い
こ
の
意
識
が
、
獰
猛
な
猛
獣
か
ら
あ
な

た
を
守
る
手
綱
に
な
る
は
ず
だ
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
二
〇
八
頁　

本
体
一
一
〇
〇
円　

5
月
刊
）

　

当
事
者
研
究
は
、

北
海
道
に
あ
る
精
神

障
害
等
を
抱
え
た
当

事
者
の
地
域
生
活
拠

点
「
べ
て
る
の
家
」

で
始
ま
っ
た
。
研
究
の
出
発
点
は
、「
抱
え
て
い
る

困
り
ご
と
や
苦
労
、
気
に
な
る
自
分
の
特
徴
や
ク

セ
」
で
あ
り
、
そ
の
大
小
は
問
わ
れ
な
い
。
当
事
者

研
究
は
誰
に
で
も
開
か
れ
た
研
究
な
の
だ
。

　

本
書
は
当
事
者
研
究
を
総
花
的
に
紹
介
し
た
『
み

ん
な
の
当
事
者
研
究
』、
多
く
の
当
事
者
を
編
集
委

員
と
し
て
招
い
た
『
当
事
者
研
究
と
専
門
知
』
に
続

き
、
よ
り
実
践
的
な
「
当
事
者
研
究
の
や
り
方
」
を

紹
介
す
る
本
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
か
ら
順
に
読

め
ば
、
当
事
者
研
究
の
理
念
と
歴
史
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
と
維
持
の
事
例

を
学
び
、
研
究
の
実
践
へ
と
移
る
こ
と
が
で
き
る
。

入
門
書
と
し
て
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

特
筆
す
べ
き
は
第
四
部
「
当
事
者
研
究
の
実
践
」

で
あ
る
。
綾
屋
紗
月
が
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
か
ら
実

験
報
告
に
至
る
八
つ
の
ワ
ー
ク
を
具
体
的
に
紹
介
し

て
お
り
、
付
録
「
当
事
者
研
究
実
践
の
た
め
の
ツ
ー

ル
」
を
用
い
れ
ば
誰
で
も
研
究
の
一
端
を
体
験
で
き

る
。
さ
ら
に
、
付
録
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
た
研

究
実
践
報
告
に
加
え
、
記
録
・
ま
と
め
・
発
表
の
仕

方
に
つ
い
て
も
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
す
ぐ
に
で
も

当
事
者
研
究
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
。

　

当
事
者
研
究
は
、
あ
ま
り
深
く
考
え
す
ぎ
ず
、
と

り
あ
え
ず
は
じ
め
て
み
る
の
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
お

り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
当
事
者
研
究
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー

ス
」
に
は
様
々
な
困
り
感
か
ら
出
発
し
た
研
究
が
あ

る
。
あ
な
た
が
抱
え
る
悩
み
も
、
当
事
者
研
究
の
対

象
で
あ
る
。
本
書
を
読
み
、
と
り
あ
え
ず
、
な
ん
と

な
く
、
研
究
を
始
め
て
み
よ
う
。�

（�

石
透 

）

�

（
二
〇
三
頁　

本
体
二
四
〇
〇
円　

8
月
刊
）

当
事
者
研
究
を
は
じ
め
よ
う

（
臨
床
心
理
学　

増
刊
第
11
号
）

熊
谷
晋
一
郎
責
任
編
集

金
剛
出
版
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数
学
と
は
異
な
る

も
の
に
同
じ
名
前
を

与
え
る
技
術
で
あ
る
、

と
い
う
ポ
ア
ン
カ
レ

の
言
葉
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
例
え
ば
「
数
」
の
概
念
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
思
い
返
し
て
み
れ
ば
納
得
の
で
き
る
主
張
だ

ろ
う
。「
圏
論
」
と
い
う
分
野
は
同
一
視
す
る
技
術

と
し
て
の
数
学
の
極
致
で
あ
る
。
今
日
で
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
科
学
か
ら
物
理
学
、
果
て
は
哲
学
ま
で
幅
広

い
領
域
に
応
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
存
在
を
耳

に
し
た
こ
と
の
あ
る
読
者
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
、
圏
論
に
入
門
す
る
た
め
の
手
引
書
で
あ

る
。
入
門
書
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
本
分
野
で

あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
重
め
の
書
物
が
多
く
、

特
に
初
学
者
の
独
学
に
は
か
な
り
の
根
気
が
必
要
で

あ
っ
た
。
な
じ
み
や
す
い
具
体
例
を
交
え
つ
つ
対
話

形
式
で
解
説
す
る
本
書
は
、
内
容
的
に
も
物
理
的
に

も
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
最
初
の
一
冊

と
し
て
非
常
に
適
し
て
い
る
。
扱
わ
れ
る
話
題
は
、

圏
論
の
初
歩
か
ら
応
用
的
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
そ
の
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

圏
論
の
道
案
内

西
郷
甲
矢
人
、能
美
十
三
著

技
術
評
論
社

う
。
特
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
と
の
関
連
で
圏
論

に
興
味
を
持
っ
た
人
に
と
っ
て
は
、
初
学
者
向
け
に

「
モ
ナ
ド
」
の
概
念
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で

も
一
読
の
価
値
が
あ
る
。
総
じ
て
平
易
な
本
書
で
あ

る
が
、
扱
わ
れ
る
概
念
が
極
め
て
抽
象
的
な
の
で
、

紙
と
ペ
ン
で
一
歩
一
歩
確
か
め
な
が
ら
読
み
進
め
た

ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
誤

植
な
ど
の
情
報
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い

る
の
で
、
参
考
に
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　

圏
論
と
い
う
分
野
の
存
在
は
知
っ
て
い
る
が
、
中

身
は
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
な
ら
特
に
読
ん
で

得
る
と
こ
ろ
の
多
い
一
冊
で
あ
る
。�

（�

蕨
餅 

）

�

（
二
八
〇
頁　

本
体
一
八
八
〇
円　

8
月
刊
）

　

本
書
は
、
長
く
東

京
造
形
大
学
で
教
鞭

を
執
っ
て
き
た
画

家
・
母
袋
俊
也
の
絵

画
を
巡
る
制
作
と
考

察
の
記
録
で
あ
る
。
母
袋
俊
也
は
東
京
造
形
大
学
を

卒
業
後
、
一
九
八
〇
年
代
に
旧
西
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
美
術
大
学
に
お
い
て
画
家
で
あ
り
美
術
理

論
家
で
あ
る
ラ
イ
マ
ー
・
ヨ
ヒ
ム
ス
に
師
事
し
、
帰

国
後
は
絵
画
に
お
け
る
フ
ォ
ー
マ
ー
ト
や
精
神
性
の

問
題
を
、
作
品
制
作
と
大
学
で
の
研
究
と
の
両
面
に

わ
た
り
追
究
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
埼
玉
県

立
近
代
美
術
館
、
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
、
さ
ら
に
は
奈
義
町
現
代
美
術
館
等
で
作
品
を
発

表
し
て
き
た
。
本
書
は
こ
の
稀
有
な
現
代
画
家
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
、
論
考
、
対
論
、
随
考
、
断
章
の

四
部
構
成
に
お
い
て
纏
め
た
集
大
成
で
あ
る
。

　

第
一
部
に
お
い
て
は
、
画
家
が
こ
れ
ま
で
中
心
的

に
考
察
し
て
き
た
フ
ォ
ー
マ
ー
ト
と
精
神
性
の
問
題

を
め
ぐ
る
論
考
が
な
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
障
屏
画

の
偶
数
性
、
西
洋
の
祭
壇
画
に
お
け
る
奇
数
性
、
両

者
の
中
心
の
有
無
を
巡
る
考
察
が
な
さ
れ
る
。
第
二

部
の
対
論
に
お
い
て
は
、
現
代
日
本
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
美
術
館
学
芸
員
、
批
評
家
、
研
究
者
と
の
対

話
を
通
じ
て
、
絵
画
に
お
け
る
主
題
性
、
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
、
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
、
色
彩
と
そ
の
有
機
性
等

に
関
す
る
考
察
が
な
さ
れ
、
母
袋
俊
也
の
制
作
と
研

究
が
、
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
二
一
世
紀
に
か
け
て
抜

け
落
ち
て
し
ま
っ
た
も
の
を
再
び
絵
画
に
取
り
戻
さ

せ
る
試
み
で
あ
る
こ
と
が
本
書
を
読
み
進
め
る
に
連

れ
て
浮
か
び
上
が
る
。
卓
越
し
た
画
家
の
思
考
と
制

作
の
軌
跡
が
、
優
れ
た
聞
き
手
と
の
対
話
を
通
じ
て

見
事
に
引
き
出
さ
れ
た
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

�

（�

投
稿
・
Ｍ
・
Ｎ 

）

�

（
四
三
〇
頁　

本
体
三
八
〇
〇
円　

4
月
刊
）

絵
画
へ

―
―
１
９
９
０–

２
０
１
８
美
術
論
集

母
袋
俊
也
著

論
創
社
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神
の
三
位
一
体
が
人
権
を 

生
ん
だ

現
代
思
想
と
し
て
の
古
代
・
中
世
哲
学

八
木
雄
二
著
　
春
秋
社

　

西
洋
近
代
が
生
み

出
し
た
普
遍
的
理
念

で
あ
る
人
権
。
し
か

し
、
こ
の
概
念
は
今

や
社
会
を
営
む
共
通

前
提
と
な
っ
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
意
義
は
未
だ
漠

然
と
し
か
了
解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
人

権
を
概
念
的
に
把
握
す
る
に
は
、
そ
の
根
源
た
る
中

世
哲
学
の
ペ
ル
ソ
ナ
論
、
さ
ら
に
は
神
の
三
位
一
体

論
に
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
本
書
は
い
う
。

　

単
純
化
し
て
い
え
ば
、
ペ
ル
ソ
ナ
と
は
理
性
を
も

つ
個
の
こ
と
で
あ
る
。
父
・
子
・
聖
霊
と
い
う
神
の

三
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
に
お
い
て
、
理
性
は
普
遍
的
本
性

と
し
て
共
有
可
能
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
ペ
ル
ソ

ナ
自
体
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
個
と
し
て
区
別
さ
れ
る
。

他
者
の
人
権
を
尊
重
す
る
に
は
そ
の
人ペ

ル
ソ
ナ格
を
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
理
性
の
抽
象
に
よ
る
概
念

認
識
で
は
そ
の
個
性
を
捉
え
ら
れ
な
い
。
人
格
を
把

握
で
き
る
の
は
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
に
よ
れ
ば

個
々
の
場
面
に
お
け
る
理
性
の
直
観
で
あ
り
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
、
心
の
「
気
づ
き
、
気

遣
い
、
配
慮
す
る
」
は
た
ら
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま

た
キ
リ
ス
ト
教
的
に
換
言
す
れ
ば
、
相
手
の
存
在
そ

の
も
の
を
受
け
入
れ
る
神
の
愛
だ
。

　

神
の
存
在
証
明
と
国
家
の
存
在
の
関
係
や
、
生
の

実
感
を
い
か
に
得
る
か
、
と
い
っ
た
他
の
主
題
に
つ

い
て
も
論
じ
ら
れ
る
が
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
ソ
ク

ラ
テ
ス
と
中
世
哲
学
の
関
係
を
め
ぐ
る
思
索
に
本
書

の
特
長
が
あ
る
。
た
と
え
ば
心
の
「
正せ

い
ち
ょ
く直
」
を
重
ん

じ
る
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
真
理
観
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

無
知
の
自
覚
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
ク
セ
ノ

ポ
ン
に
依
拠
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
再
解
釈
も
新
鮮
な

魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
。
中
世
哲
学
に
つ
い
て
詳
し
く

な
く
と
も
興
味
深
く
読
め
る
一
般
書
だ
。�

（�

霊
人 

）

�

（
二
五
六
頁　

本
体
二
八
〇
〇
円　

6
月
刊
）

　
「
男
脳
」
／
「
女

脳
」、「
男
は
論
理

的
」
／
「
女
は
感
情

的
」
…
…
こ
う
し
た

言
説
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
一
見
し
て
非
科
学
的
だ
。
し

か
し
実
際
は
科
学
こ
そ
が
性
差
の
言
説
を
嚮
導
し
て

き
た
こ
と
を
本
書
は
あ
ぶ
り
出
し
、
英
国
物
理
学
会

誌
で
二
〇
一
七
年
ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
に

選
ば
れ
た
。
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
、
最
新

の
知
見
を
豊
富
に
盛
り
こ
ん
だ
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
だ
。

　

性
差
の
言
説
の
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
新
生
児
の
振

る
舞
い
に
顕
著
な
性
差
が
見
ら
れ
た
と
い
う
実
験
結

果
が
二
〇
〇
〇
年
に
公
表
さ
れ
た
。
男
女
の
脳
の
違

い
を
も
示
唆
し
た
こ
の
論
文
は
三
〇
〇
回
以
上
引
用

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
験
は
一
度
も
再
現
さ
れ
た

こ
と
が
な
く
、
実
験
方
法
に
も
問
題
が
あ
っ
た
こ
と

が
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
こ

と
以
上
に
著
者
が
問
題
視
す
る
の
は
、
男
女
の
脳
の

差
異
は
ご
く
わ
ず
か
な
の
に
、
そ
こ
に
ば
か
り
関
心

が
向
け
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
男
女
の
性
格
や
能

力
の
重
な
り
を
調
査
し
た
二
〇
〇
五
年
の
統
計
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
標
準
偏
差
の
一
〇
分
の
一
未
満

の
差
し
か
な
か
っ
た
。
心
理
的
に
も
知
的
に
も
、
性

差
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
脳
か
ら
性
差
を
探
し
当
て
よ
う
と
こ
だ
わ
る
科

学
者
は
な
お
多
い
。
性
を
二
項
対
立
的
に
考
え
る
思

考
法
が
い
か
に
根
強
い
か
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

科
学
に
お
い
て
は
「
性
差
別
主
義
に
聞
こ
え
る
こ

と
が
、学
説
を
禁
じ
る
正
当
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
」

―
―
こ
の
常
套
句
を
、
い
ま
一
度
批
判
的
に
考
え
て

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
客
観
的
に
性
差
を
捉
え
て

い
る
つ
も
り
が
、「
性
差
の
神
話
」
に
囚
わ
れ
て
い

た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
か
ら
。�

（�

ミ
セ 

）

�

（
三
二
六
頁　

本
体
二
四
〇
〇
円　

5
月
刊
）

科
学
の
女
性
差
別
と
た
た
か
う

―
―
脳
科
学
か
ら
人
類
の
進
化
史
ま
で

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
サ
イ
ニ
ー
著

東
郷
え
り
か
訳
　
作
品
社
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ミ
ュ
シ
ャ
か
ら
少
女
ま
ん
が
へ

幻
の
画
家
・一
条
成
美
と
明
治
の
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

大
塚
英
志
著
　
角
川
新
書

物
語 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史

―
―
中
欧「
い
に
し
え
の
大
国
」の
千
年

山
之
内
克
子
著
　
中
公
新
書

天
才
と
発
達
障
害

岩
波
明
著

文
春
新
書

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
と
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
る

だ
ろ
う
か
。
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
？　

ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
の
華
々
し
い
歴
史
？　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

本
書
は
、
ウ
ィ
ー
ン
や
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
記
述

に
偏
り
が
ち
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
史
を
、
九
つ
の
州
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
記
述
す
る
と
い
う
手
法
で
描
き
出

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
南
東
部
に
位
置
す
る
シ
ュ
タ

イ
ア
ー
マ
ル
ク
州
。
州
の
北
部
は
山
が
ち
で
南
部
に

は
ブ
ド
ウ
畑
が
広
が
り
、
北
方
文
化
と
南
方
文
化
と

の
接
合
点
と
し
て
開
放
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
。
ブ
ル

ゲ
ン
ラ
ン
ト
州
は
最
後
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
と
な
っ

た
州
で
、
そ
れ
ま
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
支
配
下
に
あ
っ

た
た
め
、
現
在
も
過
去
の
多
民
族
国
家
の
名
残
を
と

ど
め
て
い
る
。
ケ
ル
ン
テ
ン
州
は
四
方
を
山
嶺
に
囲

ま
れ
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
居
城
が
置
か
れ
た
こ
と

が
な
い
な
ど
歴
史
的
に
も
中
央
か
ら
隔
絶
し
て
お
り
、

閉
鎖
的
な
性
格
か
ら
ハ
イ
ダ
ー
な
ど
右
翼
政
治
家
の

母
胎
と
な
っ
て
も
い
る
。
地
理
的
特
徴
や
歴
史
的
歩

み
か
ら
そ
の
州
の
特
性
を
示
す
手
法
が
鮮
や
か
だ
。

　

日
墺
が
国
交
を
結
ん
で
、
今
年
で
一
五
〇
年
。
こ

の
機
会
に
、
多
彩
な
顔
を
持
つ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ

い
て
、
学
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。�
（�
ミ
セ 

）
�

（
四
五
二
頁　

本
体
一
〇
〇
〇
円　

6
月
刊
）

　

一
九
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
一
躍
有
名
と
な

っ
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
。
最
近
で
は
少
女

マ
ン
ガ
と
の
関
連
で
見
直
さ
れ
る
こ
と
の
増
え
て
い

る
彼
の
作
品
は
、
日
本
で
も
フ
ラ
ン
ス
と
間
を
置
か

ず
に
受
容
さ
れ
始
め
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
が

文
芸
誌
『
明
星
』
で
あ
ろ
う
。

　

文
学
少
女
た
ち
の
投
稿
と
新
進
気
鋭
の
作
家
・
歌

人
た
ち
に
よ
る
作
品
の
集
う
『
明
星
』。
こ
の
雑
誌

の
創
刊
初
期
に
挿
絵
画
家
と
し
て
人
気
を
博
し
た
の

が
本
書
で
取
り
上
げ
る
一
条
成
美
だ
っ
た
。
少
女
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
彼
の
挿
絵
に
は
ミ
ュ
シ
ャ
の
作
品

の
影
響
が
窺
え
る
。
し
か
し
『
明
星
』
か
ら
別
の
文

芸
誌
へ
移
籍
し
て
挿
絵
を
描
き
始
め
て
以
降
、
彼
の

知
名
度
は
下
が
っ
て
い
っ
た
。『
明
星
』
は
反
対
に

ミ
ュ
シ
ャ
を
積
極
的
に
模
倣
し
た
藤
島
武
二
や
彼
の

属
す
る
「
白
馬
会
」
の
表
現
の
場
と
な
り
、
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
文
芸
誌
と
し
て
名
声

を
高
め
て
い
く
。

　

藤
島
の
活
動
等
に
つ
い
て
は
他
の
多
く
の
書
物
で

触
れ
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
陰
に
埋

も
れ
た
一
条
成
美
と
い
う
画
家
の
存
在
を
掘
り
起
こ

し
た
本
書
は
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
三
六
八
頁　

本
体
一
一
〇
〇
円　

7
月
刊
）

　

私
た
ち
は
「
天
才
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
憧
れ
る

が
、「
天
才
」
達
に
も
苦
し
み
は
あ
る
。
野
口
英
世
、

ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
…
…
こ
れ
ら
の
人
物
は
現
代
ま
で
学
術
や
文

化
の
面
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
る
「
天

才
」
達
だ
が
、
彼
ら
は
そ
の
人
生
に
お
い
て
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
や
Ａ
Ｓ
Ｄ
、
お
よ
び
鬱
な
ど
の
精
神
疾
患
を
抱
え

て
い
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
の
障
害
が
、
彼
ら
の
功
績

に
与
え
た
影
響
を
功
罪
両
面
か
ら
考
察
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
野
口
英
世
は
研
究
で
は
す
さ
ま
じ
い
集

中
力
を
発
揮
し
様
々
な
業
績
を
残
し
た
が
、
私
生
活

で
は
方
々
に
借
金
を
繰
り
返
し
て
は
豪
遊
を
続
け
て

い
た
。
筆
者
は
こ
の
驚
異
的
な
集
中
力
と
計
画
性
の

無
さ
が
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
起
因
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

彼
ら
の
多
く
は
日
常
生
活
に
お
い
て
は
人
間
関
係

の
破
綻
や
幻
覚
や
被
害
妄
想
に
苦
し
み
、
社
会
生
活

へ
の
適
応
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
本
書
の
後
半
で
は

現
代
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
人
々
を
支
え
る
た
め
の

ア
メ
リ
カ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
興
味
深
い
。
自
ら
の
特
性
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
、
お
よ
び
他
者
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
も
な

る
一
冊
で
あ
る
。�

（�

投
稿
・
カ
ネ
コ 

）

�

（
二
五
四
頁　

本
体
八
二
〇
円　

4
月
刊
）

新書コーナー
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『夏物語』の風景

ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
の
出
口
は
何
処
に

　

本
年
七
月
に
出
版
さ
れ
た
、
川
上
未
映
子

『�

夏
物
語 
』（
文
藝
春
秋
）。
パ
ー
ト
ナ
ー
が
お

ら
ず
セ
ッ
ク
ス
も
で
き
な
い
三
八
歳
の
主
人

公
・
夏
子
は
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
（
第
三
者
か
ら
の
精
子

提
供
に
よ
る
人
工
授
精
）
で
子
ど
も
を
産
も
う

と
考
え
る
。
生
殖
に
も
う
男
な
ん
て
必
要
な
い
と
息
ま
く
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

遊
佐
。
子
ど
も
を
産
む
な
ど
凡
庸
な
女
の
す
る
こ
と
だ
と
切
り
捨
て
る
、
五
〇

近
い
独
身
の
仙
川
。
幼
少
期
に
性
的
虐
待
を
受
け
、
子
を
産
む
こ
と
は
暴
力
だ

と
い
う
善
。
女
た
ち
の
叫
び
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
を
み
ず
か
ら
の
内
で
反
響
さ
せ

な
が
ら
、
夏
子
は
最
終
的
に
子
を
産
む
こ
と
を
選
ぶ
。

　
「
女
が
決
め
て
、
女
が
産
む
ん
だ
よ
」

　

生
殖
技
術
が
発
達
し
て
、
結
婚
と
セ
ッ
ク
ス
と
生
殖
の
結
び
つ
き
が
解
消
さ

れ
つ
つ
あ
る
現
代
。
遊
佐
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
で
子
を
持
と
う
と
す
る
夏
子
を
絶
賛
す
る
。

「
子
ど
も
を
つ
く
る
の
に
男
の
性
欲
に
か
か
わ
る
必
要
な
ん
か
な
い
［
…
…
］

も
ち
ろ
ん
女
の
性
欲
も
必
要
な
い
。
抱
き
あ
う
必
要
も
な
い
。
必
要
な
の
は
わ

た
し
ら
の
意
志
だ
け
。
女
の
意
志
だ
け
だ
」。
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
精
子
ド
ナ
ー
は
匿
名

だ
。
生
殖
の
相
手
と
な
る
男
を
精
子
と
い
う
た
だ
の
物
質
に
還
元
し
て
し
ま
う

以
上
、
こ
れ
は
単
性
生
殖
の
よ
う
な
様
相
を
帯
び
て
く
る
。

　

こ
こ
で
、
上
野
千
鶴
子
『�

ス
カ
ー
ト
の
下
の
劇
場 

』（
河
出
文
庫
）
に
お
け

る
、
女
性
の
持
ち
う
る
二
種
類
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
一

つ
は
、
自
己
客
体
化
的
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
。
こ
れ
は
、
性
的
主
体
で
あ
る
男
性
に

と
っ
て
望
ま
し
い
身
体
で
あ
る
こ
と
に
み
ず
か
ら
の
価
値
を
見
い
だ
す
状
態
で

あ
り
、
他
者
の
ま
な
ざ
し
に
左
右
さ
れ
る
た
め
自
己
疎
外
的
な
も
の
と
な
る
。

も
う
一
つ
は
、
自
己
充
足
的
な
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
出
産
の
さ

い
に
現
れ
る
も
の
で
、
男
性
か
ら
の
評
価
を
必
要
と
せ
ず
、
自
分
の
身
体
を
自

分
の
た
め
だ
け
に
使
う
と
い
う
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
。
女
の
身
体
は
女
の
も

の
、
夏
子
は
遊
佐
の
考
え
方
に
共
鳴
す
る
。
し
か
し
物
語
終
盤
で
、
こ
の
ナ
ル

シ
シ
ズ
ム
は
一
種
の
い
び
つ
さ
を
露
呈
し
は
じ
め
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。

　

ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
と
他
者

　

最
終
的
に
夏
子
は
、
匿
名
の
男
性
の
精
子
を
用
い
る
Ａ
Ｉ
Ｄ
で
は
な
く
、
互

い
に
惹
か
れ
あ
っ
て
い
る
逢
沢
の
精
子
で
人
工
授
精
を
行
う
。
し
か
し
授
か
っ

た
子
は
基
本
的
に
夏
子
が
「
ひ
と
り
で
産
ん
で
、
育
て
て
い
き
た
い
」
と
い
う
。

子
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
の
逢
沢
の
思
い
は
描
か
れ
な
い
。
だ
れ
の
精
子
で
あ

る
か
に
は
こ
だ
わ
り
な
が
ら
も
、
す
な
わ
ち
精
子
と
人
格
と
を
結
び
つ
け
な
が

ら
も
、
父
と
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
か
ら
そ
の
人
格
を
疎
外
す
る
―
―
夏
子
に

と
っ
て
逢
沢
は
な
ん
な
の
だ
ろ
う
、
と
疑
問
に
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
物
語
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
一
人
、
善
百
合
子
の
言
葉
も
別
の
問
題
を

提
起
す
る
。
子
を
産
み
た
い
と
望
む
夏
子
に
、
善
は
語
り
か
け
る
。「
ど
う
し

て
こ
ん
な
暴
力
的
な
こ
と
を
、
み
ん
な
笑
顔
で
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ

ろ
う
っ
て
。
生
ま
れ
て
き
た
い
な
ん
て
一
度
も
思
っ
た
こ
と
も
な
い
存
在
を
、

こ
ん
な
途
方
も
な
い
こ
と
に
、
自
分
の
思
い
だ
け
で
引
き
ず
り
こ
む
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
わ
た
し
は
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
だ
け
な
ん
だ
よ
」。
出
産
は
、
自

分
だ
け
の
出
来
事
で
は
な
い
。
子
ど
も
と
い
う
一
人
の
他
者
を
そ
の
者
の
意
志

に
関
係
な
く
生
み
出
す
こ
と
で
あ
り
、
出
産
は
親
の
エ
ゴ
だ
と
善
は
断
じ
る
。

善
に
た
い
し
て
夏
子
の
出
し
た
答
え
は
、
反
論
と
し
て
は
弱
い
。
こ
こ
に
、
出

産
を
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
と
し
て
捉
え
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
し
ま
う
。

　

自
分
の
身
体
を
取
り
戻
し
た
女
た
ち
は
、
出
産
と
ど
う
向
き
あ
う
べ
き
な
の

か
。
川
上
の
渾
身
の
問
題
提
起
に
、
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

（�

ミ
セ 

）
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私の本棚

無
宗
教
か
ら
宗
教
を
学
ぶ（
前
編
）

　
「
宗
教
」、
と
聞
く
と
、
大
抵
の
者
は
身
構
え
る
。
宗
教
は
危
な
い
。
人
を

「
洗
脳
」
す
る
か
ら
だ
。
信
ず
る
者
に
は
安
心
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
が
、
心
の

自
由
と
引
き
換
え
に
、
で
あ
る
。
そ
ん
な
も
の
に
頼
る
の
は
、
も
と
も
と
心
が

弱
い
か
、
何
か
特
別
な
事
情
が
あ
る
か
ら
に
違
い
な
い
。
少
な
く
と
も
い
ま
自

分
は
宗
教
な
し
で
幸
福
だ
し
、
金
輪
際
関
わ
る
つ
も
り
も
な
い
…
…
。

　

よ
ろ
し
い
。
健
全
な
感
覚
だ
と
さ
え
思
う
。
し
か
し
筆
者
は
主
張
し
た
い
。

そ
れ
で
も
宗
教
に
つ
い
て
学
ぶ
べ
き
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
、
と
。

　
（
１
）
批
判
（K

ritik

）
と
し
て

　

そ
も
そ
も
日
本
社
会
で
の
大
方
の
「
無
宗
教
」
は
、「
宗
教
心
」
と
呼
ば
れ

得
る
よ
う
な
感
性
の
欠
如
を
意
味
す
る
の
で
は
、
必
ず
し
も
な
い
―
―
阿
満
利

麿
『�

日
本
人
は
な
ぜ
無
宗
教
な
の
か 

』（
ち
く
ま
新
書
）
は
そ
う
説
き
起
こ
す
。

多
く
の
人
が
自
分
を
無
宗
教
と
思
う
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど
、

創
唱
者
が
存
在
し
、
自
覚
的
信
仰
か
ら
な
る
宗
教
を
モ
デ
ル
に
す
る
か
ら
だ
。

し
か
し
宗
教
を
更
に
掘
り
下
げ
て
、
人
間
が
そ
の
有
限
性
に
目
覚
め
た
と
き
に

出
て
く
る
人
間
に
と
っ
て
基
本
的
な
営
み
と
理
解
す
る
な
ら
ど
う
か
。
創
唱
者

も
信
仰
の
自
覚
も
な
く
と
も
、
人
間
を
超
え
た
も
の
（
神
仏
）
へ
の
自
ず
か
ら

な
る
感
覚
・
習
俗
と
と
も
に
生
き
て
き
た
人
々
の
あ
り
方
は
、
既
に
宗
教
的
だ
。

ま
た
ご
く
曖
昧
に
で
あ
れ
、
今
な
お
広
く
保
持
さ
れ
て
い
る
そ
の
感
覚
と
習
慣

も
、
宗
教
と
呼
ば
れ
て
よ
い
。
阿
満
は
問
う
。
で
は
何
故
、
人
々
は
伝
承
さ
れ

生
活
に
浸
透
し
た
宗
教
を
宗
教
と
思
わ
な
い
の
か
。
事
は
、
明
治
以
来
の
日
本

国
家
の
宗
教
政
策
と
関
わ
る
。
そ
こ
で
は
、
在
来
の
宗
教
性
は
排
除
さ
れ
る
か

神
社
神
道
へ
と
取
り
込
ま
れ
、
宗
教
で
は
な
い
と
し
て
他
の
「
宗
教
」
か
ら
区

別
さ
れ
る
。
各
地
の
習
俗
が
国
家
的
に
整
理
さ
れ
る
一
方
、
諸
「
宗
教
」
は

「
私
」
の
領
域
に
押
し
込
ま
れ
て
無
力
化
さ
れ
た
。
こ
の
事
情
を
振
り
返
り
つ

つ
阿
満
が
探
る
の
は
、
宗
教
心
が
収
奪
さ
れ
ず
、
不
必
要
に
等
閑
に
も
さ
れ
な

い
よ
う
な
回
路
で
あ
る
（
同
『�

宗
教
は
国
家
を
超
え
ら
れ
る
か 

』
も
参
照
）。

　

阿
満
が
大
枠
を
跡
づ
け
た
明
治
以
来
の
宗
教
事
情
に
つ
い
て
、
先
行
言
説
を

鮮
や
か
に
整
理
し
、
国
家
神
道
の
全
体
像
を
新
た
に
呈
示
し
た
の
が
、
島
薗
進

『�

国
家
神
道
と
日
本
人 

』（
岩
波
新
書
）
だ
。
島
薗
は
、
国
家
神
道
の
問
題
を
単

に
神
社
神
道
の
（
神
社
神
道
と
い
う
一
宗
教
が
国
体
と
結
び
つ
い
た
点
に
関
す

る
）
問
題
に
縮
減
す
る
主
流
的
理
解
を
、
そ
れ
が
依
拠
す
る
方
法
論
の
不
備
を

指
摘
し
て
丁
寧
に
反
駁
し
て
ゆ
く
。
そ
う
し
て
彼
は
、
明
治
国
家
の
当
初
か
ら

の
一
貫
し
た
理
念
が
天
皇
祭
祀
を
中
心
と
す
る
祭
政
一
致
的
体
制
に
あ
り
、
国

家
神
道
の
問
題
は
こ
の
理
念
の
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

を
、
思
想
史
の
方
法
論
を
踏
ま
え
て
あ
ら
た
め
て
示
す
（
こ
の
理
念
実
現
の
布

石
と
し
て
組
織
さ
れ
た
の
が
神
社
神
道
だ
）。
国
家
神
道
の
真
の
問
題
と
は
、

明
治
に
復
興
さ
れ
た
天
皇
祭
祀
の
存
在
そ
れ
自
体
な
の
だ
。
こ
こ
か
ら
島
薗
は
、

戦
後
解
体
さ
れ
た
と
思
わ
れ
が
ち
な
国
家
神
道
が
な
お
存
命
で
あ
る
こ
と
を
、

様
々
な
例
か
ら
指
摘
す
る
。『�

近
代
天
皇
論 

』（
集
英
社
新
書
）
で
島
薗
と
対
談

し
た
片
山
杜
秀
の
言
葉
で
い
え
ば
、
今
な
お
そ
れ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
例
え

ば
近
代
民
主
主
義
を
直
ち
に
「
チ
ャ
ラ
」
に
で
き
る
潜
勢
力
を
持
っ
て
い
る
。

　

ま
と
め
よ
う
。
宗
教
な
ど
関
係
な
い
生
活
を
す
る
者
に
も
、
宗
教
を
学
ぶ
べ

き
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
的
生
が
宗
教
と
し
て
問
題
に
な
る
も
の
の
も

へ
と
開
か
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
自
覚
化
を
、
そ
し
て
時
に
は
批
判
的
吟
味

を
も
要
す
る
か
ら
だ
。
と
は
言
え
、
こ
う
し
た
議
論
が
一
層
意
味
を
持
つ
に
は
、

こ
の
生
の
事
実
が
い
か
な
る
意
味
で
言
わ
れ
得
る
か
が
、
更
に
掘
り
下
げ
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
方
向
で
の
宗
教
の
探
求
は
、
単
に
批
判
に
止
ま
ら
な
い
、

自
由
で
創
造
的
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。�

（�

投
稿
・
犬 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
食
堂
に
て
、
目
の
前
で
見
知
っ
た
教
授
が
『�

綴

葉 

』
を
手
に
取
る
姿
を
見
て
、
つ
ら
れ
て
手
に
と
っ

た
の
で
す
が
、
非
常
に
本
へ
の
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る

良
誌
だ
と
思
っ
た
。�

（�

法
・
た
ん
ま 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
周
り
の
知
っ
て
い

る
人
を
と
お
し
て
、
知
ら
な
い
本
の
世
界
へ
と
い
ざ

な
わ
れ
る
の
は
貴
重
な
経
験
で
す
よ
ね
。
知
見
を
拡

げ
、
教
養
を
深
め
る
と
き
、
そ
の
よ
う
な
些
細
な
つ

な
が
り
は
か
え
っ
て
意
義
深
い
も
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
是
非
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
最
近
新
刊
買
い
過
ぎ
て
、
お
金
が
。
何
と
か
し

て
！�

（�

文
・
竹
生
島 

）

―
―
節
約
す
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
、

今
月
号
は
「
１
０
０
０
円
で
買
え
る
本
」
と
い
う
特

集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。
本
に
限
っ
て
言
え
ば
、
値

段
が
そ
の
価
値
の
指
標
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
安
価

で
購
入
で
き
る
良
書
も
き
っ
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

是
非
、
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
知
り
合
い
に
紹
介
さ
れ
手
に
と
り
ま
し
た
。
今
後

も
読
も
う
と
思
い
ま
す
。�

（�

文
・
か
え
る 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
し
て
本
書
評

誌
が
た
く
さ
ん
の
人
々
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
は
大

変
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た

知
り
合
い
の
方
に
も
感
謝
で
す
。�

（�

三
つ
葉 

）

　すっかり秋めいてきた。夜、大学からの帰
り。自分の体温とそう変わらない気温の夏は、
空気のなかに体が溶けていく感じがした。で
もある日を境に空気が引き締まって、自分の
輪郭がはっきりとする。わたしはわたしでし
かないのだ、と自覚されるも、寂しくはない。
空が高い。吸いこんだ空気は胸一杯、月は遠
いが、十分手が届く。
　こんなことを書いているのも、わたしがよ
うやく、季節の移ろいなるものを感じること
ができるようになったから。外の世界に耳を
すますことを覚えた。暮れる空の色に、野菜
を切る手ごたえに、あのひとの咳払いに、気
づいて、拾っていく。集めたものでつくった
世界は、最早わたしそのものだ。そういう世
界の話を、だれかとしてみたい。� （�ミセ ）
【書籍の価格表示変更のお知らせ】
　10 月からの消費増税にともない『�綴葉 』
では、書籍の価格を、従来の税込価格にかわ
って本体価格（税抜）で表示することとなり
ました。何卒ご了承のほどお願い申し上げま
す。なお、京大生協組合員は、生協書籍部に
て 10％引きで書籍を購入することができま
す。ぜひともご利用ください。

当てよう！図書カード編集後記
　長い長い大学生の夏休みを読者の皆さまは
どのように終えましたか。私は、京都出身の
バンド、「くるり」が 9月末に毎年開催して
いる「京都音楽博覧会」、通称「音博」で今
年の夏を了いました。今年は 17 年ぶりに再
結成したあるロックバンドが出演したのです
が、そのバンドは以下のどれでしょう。
1.YES　　2. THEE MICHELLE GUN ELEPHANT
3.ELLEGARDEN　　4. NUMBER GIRL
� （�石透 ）

《応募方法》読者カードに答えを書いて生協
のひとことポストに入れてください（または
e-mail:teiyo@s-coop.net）。正解者の中から抽
選で 5名の方に図書カードを進呈いたします。
締切りは 11 月 15 日です。

6 月号の解答
　6月号の「以下の期間に公演がある作品は
どれでしょう？」の答えは 2. お気に召すま
までした。もうすぐ京都国際舞台芸術祭。ど
んな舞台が見られるか楽しみです。応募者
12 名中 11 名の方が正解でした。図書カード
の当選者は、Hurdler さん、深みの巡礼者さ
ん、芙蓉さん、かえるさん、Soso さん（順
不同）です。おめでとうございます。（�ミセ ）


